
報告番号蔓※甲第2212号

主論文の要旨

題名 て入神咋甥lてみけさ.根絶暮夏し

弊紙碩師翻細鮒舶

ノ八｣一一e 雪ん
∧
′



l

主 論 文 の 要 旨

報告番号 … 掠

本研究は､主要マメ科作拘の共生窒素固定の発現様相

を解析すると ともに､その機能の増進を図るへ く行j)れ

たものである｡ その結果､下記の知見が得られた｡

慣行栽増したダイス､ インゲン､ ラ､ソカセイの生育に

伴う根粒書生､窒素固定能の推移を調査したと ころ､ イ

ンゲンでは他の2作物に比べて根粒着生量､窒素固定能

ともに蹄著に低く推移することを認めた｡ また､窒素固

定白巨の最大値は3作物とも開花期にみられ､ それはラッ

カ セイ >ク イ ズ> > イ ンゲンの順に高かった｡

好石灰植物てあるマメ科植物山根拉着生や窒素固定能

に対するカルシウムい影響をク イズを用いて調べたと こ

ろ､植物†本の生育に必要とする濃度以上の高濃度のカル

シウムが根粒書生を促進すろこと､ しかもその板拉着生

促進効果か発芽絶山幼植物明に限って高濃度のカルシウ

ムを与えても発現することか･-ぅ､恨拉蘭の植物根感染過

程の促進によ ろものと推零した｡ しかし､ そ山濃度のカ

ルシウムを与え続けると窒素固定能が抑制されることも

明 ら かと な っ た｡

箱の一面に観察用の透明プラスソテク板をはめ込んだ

板柏を円いた栽培法か､根粒着生や重責固定能の発現状

況を経特約に､ かつ詳細に調査する上で有効な手段とな

り 得るこ と､ およびプラスッチック板面を通して計測さ

れる根粒酌と植物体の全根粒数との間には高い正の相関

のあるこ と を明らかにした｡ さらに､根箱栽培した植物

根系をピンボード上に移すこ とによ って､ 根粒着生およ

び窒素固定能の恨系上の分布を詳細に調査し得るこ とも

明 ら かと な っ た｡
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ダイスの根粒書生や要素固定能に対する施用厩肥の影

響を上記の眼箱栽培法を用いて調査した｡頃肥の施用方

法(全層施用､作集施用)を異にした場合､根粒の着生

分布自体には大きな速いはなかっ′たが､その着生量や窒

素同定能ミこ巨`上層埴川附区に比へて･作集施桐区において著し

く 高かった｡

頓肥とそれを水沫することによって蟻糟濃度を低下さ

せたフい先厩肥と山施用効果を比較しノた試験では､根粒着

生jてiよび窒素固定能か厩肥区に比へて水洗厩肥区におい

て著し く 高い値を示し､さlちに水洗頓肥一全層施周区と

水洗厩肥一作集施用区とを比較すると･､前者では後者に

比べて根粒着生､窒素固定能とも1こ良好であることが明

らかとなった｡ また､後者では施用した水沫囁肥内にダ

イス根か貢人していろにもかかわらず､根粒はほとんど

書生しノなか っ た｡

摂半立古生およひ零章固定能に対する頓肥の粒径の影響

を調査した試鱗ては､大粒厩肥区(相接10～20mm)>無

闇肥巨>小粒厩肥区(､粒径2.0～4.511川)のl順に椴拉着生

か良好とな り､′ト拉厩肥区における窒素固定能が顕著に

抑制されろ こ とを認めた｡

これ-ちの一一連の根箱栽培法を用いた施用厩肥にかかわ

る試験結果よ り､ ダイ ス√の根粒着生および窒素固定能に

対する施用厩肥の買Z誓が､ その施用法､ 化学的性質およ

ひ粒径の速いによ って異なる ことが明らかとなった｡

イ ンゲンの窒素固定能かサイ ズやラ､ソ カセイ に比へて

顕著に低い原因を解析すろこ とを目的と したい く つかの

試験を行った｡

イ ンゲン根粒菌の十舌根況について調べたと こ ろ､ イ

ンケ ン眼拉南しと農相他､ 未耕地の区別なく 広く 分布する

か､ そわ ーうによろ桐羊立着生あ.ろ いは窒素固定能は貧弱で
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あ り､㌣㌢1∴有おと考え られるもの乙よこLく わす◆かてあっ

た｡ なお､比較的窒素固定能の高い甫か､ ■rニ ケン作付

憺のあろ畑地に多く 生息していることを見い出した｡

分離し た約系統出石功とみられろ根粒菌株の窒素固定

能には大き な差異があ り､さ･〕に高い窒素固定能を示す

南棟てム･つ ■rも宿主とすろ-･ナ ンケン品種が異なれは窒素

固定能に大き な差異を示すことを見い出した｡ また､イ

ンケン品挿の巾にほ根粒着生の速度の速いものと遅いも

のか存在し､ 後者には根粒着生を抑制する物質が存在す

ろ こ と を推察し た｡

イ ン/ナニノ と タ イ1:ミL一の書生1■R拉の粒径別分布を調査した

試験てほ､イ ンサニノにはす･イ ス■ミご比べて窒素固定能の低

い小さな粒径山脈羊立が多 く 書生してい ることを明らかに

し た｡

さ らに､ク イズと同程度の窒素を固定したイ ンゲンの

固定章真山植物†本各部位への移行を調査しノ た試験では､

根粒以外の有産拘体各部位､への固定窒素の移行度合が著し

く 低いこ と を明らかに した｡

種子殺菌剤と して使用されるチウラムのすイ ズおよび

イ ンゲン山根拉着生および窒素固定能に対する影響を板

持栽培法によ り調査した｡ ナウラムの種子粉衣は､ ダイ

スでは椙系上位部における根粒着生¢)抑制､ イ ンゲンで

は根粒着生と窒素固定能の増進に働く ことを見い出した｡･

タ イス択指南にはチウラム感受性のものが多く､ インゲ

ン舵手立苗1こLとチウラム耐性を示すものが多く存在するこ

とを認め､そ山ことか上記の原田の一つとして働いてい一

ろものと推察した｡ これらのことから､窒素固定能が高

く､ かつナウ ラム耐性をもつ ダイス根粒菌とナウラムの

同時種子処理か､サイズに対する根粒菌接種効果を増進■

させる上て有益な手段となり得るものと考えた｡
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また､･インゲン､エントウ､クローバーおよびアルフ

ァルファ根粒菌など昼一也_山旦直需のものは､チウラム添加

培地て増補可能であり､ダイス､カウピーおよびアガシ

アなとに恨拉を古生すろ拉上_妄阜_｣ ＼一･l､【1iz(川==ln属のもの は､ チ

ウラム耐･性を保有せず､チウラム添加培地での生育が認

められないことかlう､チウラム耐性を基準にして根粒菌

を 2分し得ろ可能性を見いJ_Liした｡

ついて､市販の接種用根粒菌(ノl川17)のカスガマイシン

耐性変異株てJちるダイス根粒菌(Å＼1017has⊥)の有効利用に

ついて倹討し た｡同根拉荷托が土着根粒菌特に比べて高

い窒素同7E能をもち､かつ強いカスガマ イシン耐性を有

することを再確認し､ついて､カ'スガマイシンの種子処

理か-土着択拉荷によろケ ース､の択粒書生の制御に利用し

得ることを明し〕かにした｡さらに､カスガマイシン種子

処理とAlO】了lくaS`南棟接挿を組み･合わせて､′11017I､aS★南

棟の接種効果を検討したとこ ろ､良好な接種効果が得ら

わ′ろことを確認した｡このよ うに､ 上記のチウラムを用

いた試験よ り考察した薬剤とそれに耐性を有する有効根

粒菌とを鯛み合わせた根粒菌の椅子処理か､マメ科作物

に対する有効根粒菌の接種効果の増進に寄与することを

見い出した｡

さ
-■ちに､上記山根拉菌描種法は､農業薬剤に代えて抗

菌物質を竜生する微生物とそ山抗菌物質に耐性をもつ有

効根粒両と を毒ほみ合わせた種子接種方法へ発展すろもの

と期待ざわ る｡
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